
ग़ჷჄπᇌ᭗ఄλᚾᢅӊբ  Hί   -  ଐᆉὸૠܖ 
※ H29年以降＝22点【45分】、それ以前＝20点【40分】 

１．次の問いに答えなさい。 
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= 3 - 1 2 +16 = ユイ

=

4 (x - 6 ) - 3 (x - 8 )

12
=

4水 - 24 - 3 つ( +24

12
= えっ(
est

= 4F - 6Ft 3F = ( 4 - 6 + 3 )T = F
→

nr は T の 中 の数 が 同じ

場合 のみ 十、 - できる 。

そのため 素因数分解して

「の 中 の数 が 同じT の値

992 D × 29 同士 を 十 、
一 し て いる b

= -

6 ab

= -392

→

前 から 順に計算 して も 良いが

衣夏雑 な 計算 のとき 苦しい ので

約分 の 流れ に小貫 山 2おこう b



= が一 (4ま )
2
+ 6 つは

二 つ(2-1612 +6な

= が +6 つは -16 は 2
] ※ 加法 は 交換法則 が

成り立つ ので (※ ) の
= ( 水 +8𦥯✗ 式変形 により

、
因数

分解 に 気づきやすくなる b

✗ =
一 (- 7 ) さ (- 7 )

2
-4×1はへんてこ

=

7 ± MT

2× 1 2

est

y 8 → 50 50 - 8

④ = = 参 = 1

つ( 2 → 5 5 - 2

公式 を理解せず 使って いる 場合 は 要注意 b

他の 問題 で 対応 できない ので 用語の定義 を

用い て 理解 し2おこう b

① 増減表 の 作成

② 変化 の 割合 =

お増加量
一 の利用

つ(の増加量



２． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- ①

- ②

Aさん 、
B さん の 買い物前 の 所持金 を つ( 円 は 円 とする と

っ( t y = 5000 . . . ①

{ x - 400 = 2 ( y -400 ) ・ ・ ・ ②

① - ② x +1800=5000

つ( t y = 5000 つ( = 3 2 0 0

一) つし ー 2うま こ泰 .

.

. Aさんは 3 200 円

y = 1 8 0 0
子

/喆/

B

^ A .
B の体積 を VA

.
VB とする 。

51
VA = が× h × j

A
= らたんた

ーーーーー
しんに

〖
ETV VB = たはげ× 5たば

r が
= 事が大

体積 を 明らかに する式 事 = 本倍
を作る ため に 図 を set

かく と よい b



ヽ

丶
( 2 、
2 )

① y = A)に は B ( 2 、
2 ) を 通る ので 11 「 11 「

HB HC

。( = 2 ,
y = 2 を 代入 し 、

2 = 4a → a =Init

② ( アプローチ 1) 相似の利用

☒ お 事が
、
A の つ(座標 4 より A ( -4,8 ) と なる 。

△ AOC = 2 △ AOB で あり 、

△ OB HB い △ OCH c より

B は OC の 中点
、
HB は OHC の 中点 と なる 。

④ B HB = 2 な ので 、 CH c = 2 × BH B = 4 i C ( 4
、
4 )

A ( -4,8 )
、
C ( 4

.
4 ) なので AC i y = - jx +6
-

( アプローチ2) 面積 を求める

C は 013上の点 なので ( a a ) (-4.8)
とおける 。

AB : y = - x +4 なので

D ( 0 . 4 ) より CO . 4) ( 9 . a )
△ AOB = 4×(4+2) × t = 1 2

D ・

っ ん os
底辺OD A の つ(座標より B のつ(座標より C 2 . 2 )

△ AOC = (9+8)×(9+4) × I
- (4×8) × I - Id = 24 ( △ AOB の 2倍 )

d+6a +16 -16 d = 24
,
a = 4 i

. C (44 )

あと は アプローチ 1 と 同じ 。



D

③ について

AD/BC で 金音角 は等しい ので
A -

(I) ウt.li
< ADE = < CBF
nine (五) 力

•

い E

B 1 C ⑤ について

くべに 1つ𥫣 (匹) オ

A

。
F
- 1組の 向かいあう辺が

っ 。 等しく て平行になる 。

EC



④ 玉 ③ の 2つ を 3。〇 313○ と 区別 し 、 箱 を それぞれ 回 とする 。

数字 と 箱 の 番号 が 異なる もの を ○ つける 。

II DD II ☒ D
1 - 2 - 3A

が 橘
4 で3A - 2 |3AT 1 〇

3 B 3 B

3
BT

2 313 T
1 O

3A 3A

II DD II DD

が 「が が な 。
A| 2 お . が| 3A

3
BT 1 0 3

AT 1 〇
2 〇 2 〇 年 =赱

、

木封形図 を かくとき

何 に 何を あて て いる か を

明らか に する 。

区別 も 必要。
3A



⑤ ②
•

•

① A は 最初 に 2m
3

•

•

入っ て いる ので ( 0 .
2 ) を 通る 。

最初 の 4分間 は 1 . 5 m31分 で

増える の で (4,2+1.5×4)

= ( 4
.

8 ) を 通る 。

④ 4分後以降 は
'

1
.
5 - 1 = 0 .5 m31分 で 増える ので

満 タン の 12m
3
まで の 残り 1 2- 6 = 6m 3 を 6 ÷ 0 .5 = 1 2

1 2分間 で 入れる 。 ( 4+12,12 ) = ( 10 .
12 ) を 通る

。

② B が 通る 点 を 見つける 。

女台 め は 0 m
3
な ので (O.O) を 通る 。

1 . 5m3 /分 で 満 タン 15m3 なので 15 ÷ 1
.
5 = 10分間

( 1 0
、

1 5 ) を通る 。

しかし ( 1 0 .
15 ) は グラフ上 では点 が とれない が イ頃 きが

は
なので

( 2 、 3 ) で よい 。 交点 の つ(座標 は G なので

61𦥯、
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③

① OC を 引く と 、
△ OBC は 14で

、 '

-
O B = OC の 二等辺三角形 で

< 0 CB = < OBC = 52
°

④パー/ [一つ は

② 7 6
° ① 520

② △ OBC より

く BOC = 180°-52%2=760

③ AB = AC より < AO B = < AOC =
360長 = 1 42

0

④ △ 0AB は OA = OB の 二等辺三角形 なので

< A BO =
1晋 = 19

°

v41

円 の 問題 は
、
半径 から作られる

二等辺三角形 や 円周再 の定理

を用い て の 角 の 大きさの関係 に

三王国 して 進めよう b



①
P DC = AB = 1 m より

、

△ PQ F b △ DCF は

D QF i CF = 8 i 2 = 4 : 1
。

1
'

n 4 : 1 = PQ : 1
Q I

6 会い 2
1 F

PQ = 4 m

est

②

Q △ QBC い △QEF より

on 8=6 = EF = 3

EF = 4
6

QB = 3B より

B で
3
人と BE = Fs

E こ
4
j F i 四面形 BEFC

= ( BC t EF ) × BE × I
= ( 3 t 4 ) × Px た
=

7
すし m

2 )

-
空間図形 は

平面 で考える !



f
4い

ー

、3cm
私
yと

①
( アプローチ 1)

払い
、

弘 州剡
☒ 正方形 で 1辺 が 4cm

、

H
1 : 3 の 比 より 長 さ が

AE = BF = 3 cm

EB = FC = 1 cm と決まる 。

求めたい AG を 含む 相似 な 三角形 を 見つける 。

AF と DC の 延長線 の 交点 を H と する 。

△ ABF い △ HCF は BF : CF = 3 : 1 より

AB : HC = 3 : 1
4

4 : H C = 3 : 1 H C =
5 cm

i. DH = DC + CH = 4 t j = が cm

△ AEG い △ HDG で AG : HG = EA i DH

= 3 if = 9 = 1 6

△ AD H において 三平方 の 定理 より

2 0

AH = かたはげかしまし = Ntblhhe = 5 cm

1 2

AG = AH × j = 敔ま こ

ない
.gg



① ( アプローチ2)

A
、

A

-

3
人
4

G
" '
E

か、
3

☒ △ AED 三 △ BFA より
①

、
② より

< AED = < BFA - ①
△ AGE △ ABF

<G AE = L BAF (共通 ) . . . ②

☒ △ ABF で 三平方 の 定理より AF = 5 cm

△ AGE △ ABF で
5 AG = 1 2

AE : AF = AG : A B Mi3 : 5 = AG i 4

は
1 2

AF = 5 、 AG = J より 3
1 3

1
、

GF = F 号
1 3 〉

④ △ GB F = △ ABF ×

お
・ ・ ・ D 1

、 1
.

( AG : GF = 12:13 プしい
3

△GEF = △ ABF ×

4
- X -

13
. . . ☒

25

( AE i EB = 3 : 1 Y~

国 より 国 伴 = II なので 季倍
→


